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食　　物

目的　 ニュ ーヨ ー クやパリでは、 オーブ ンはコ ンロ とほぼ同じ 位の率で使 われている。彼

ら の使用 理由の中に は、「調理 や後始末 の行 程がオーブンの使 用によって 簡便化され るた

め」 という 意識があ ることが わかった。 具体的に は、温度や時 間の調節 が自動的に行 われ

る ので手がはなせ るこ と、箱型 機器のために油 煙や油跳ねによ る台所 の汚れが少ないこ と、

全員 分の料理が一 度に作れること など による。 そし てオ ーブン の活用 が結果として、 社会

進 出した女性たち の家事負担 を軽減し てい るように見受けら れる。

一方、日本の主婦 の多 くは、 オーブ ン を長年 、グラタン、肉 のロ ースト 、ケーキ、 クッ

キー又は手の込ん だ西洋料 理などのための 調理機器として認 識してき た。従ってそ の使用

率 はコンロ に比べ 、極めて少 ない。

し かし日 本でも 、多 忙な 主婦 が増加する につれ、家 事労働が大き な負担とな ること から、

調 理に簡便化を求 める人が 増加し ている。 そこで本来簡 便化 機器であ るオーブンの 価値が

そう した認識のな い日本の 主婦 にどれだけ受け 入 れら れるかを調 査し た。

方 法　 中高年主婦 を対象とした 講演会、新 聞記事、 料理 教室など でオーブンの 日常料理の

簡便化機器として の特性 を訴求し 、調査票 調査にて、反 応をみた 。

結果　 主婦 の大半 は、こ れまではそれら の特性につ いて認識し た経験はなかっ たが、若い

層 や簡便化 を強く 望む層 から 特に、強い反 応があっ た。
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目 的　　 著者 ら!±.   6 種類の表面処理の異なる鍋について、 水と酸の煮沸における溶出重金属 の種類 と量を調 べ

たが,    5 % 酢酸水溶液の煮沸では,   6 種類全ての 鍋から素材以外の重金属溶出 が認めら れた。 また、 最も普及し

て いるアルマイト鍋について、重 金属溶出 には酸度が影響 することを報告し た。 そこで、同一 規格のアルマイト

鍋について　1. 重金属溶出 の酸度に対 する依存関係、2. 溶出量 と煮 沸時間の関係,    3. 繰りかえし使用によ

る溶出量の変 化を明 らかにlする。

方法　　 前 回と同一規格の1  6c 万・アルマイト 鍋を使 用し て、 濾過蒸留水と試薬特級氷酢酸で調合し た3% 水溶液

5 0 Oml を１時間煮沸した。 そ の後残り水量を 計り.   PH～1 にし てテフロン製 蒸発皿（容量4  0 Occ) に移し、

電気 乾燥器内で７～1  4iiilに濃縮し た。 こ れを 同一 鍋について２回繰り返し た。 また、 ５ 個の鍋 を使用し て1  %

酢酸水溶液5  0  OiBlを、そ れぞ れ10  分、2  0 分、3  0 分.    4 0 分及び6  0 分間煮沸し て、 溶出量と煮沸時間の

関係 を調べた。 更に、 新し い鍋と前回1  ％酢酸水 溶液 の１時間煮沸に使用し た鍋を用いて、 それぞれについて、

1 % 酢酸水溶液の１時間煮沸を ５回繰り返し、 繰りかえし使 用による溶出量 の変化を測定し た。

鍵s　　1 ）銅、鉄及び亜鉛 は,    3 ％水溶 液の煮沸による溶出量が1  % の場 合の数倍 になり 酸度 ととも に増加 す

るこ とが判 った。2 ）1 ％水溶液の煮沸では、 銅、 鉄 及び 亜鉛の溶出 量は時間とともに増加する傾向を 示し た。

3 ）1% 水溶液の１時間煮沸５回繰り返し では、 同一鍋 からの銅、 鉄及び亜鉛の溶出量は誤差の範囲で一定であ

っ た。
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